






























































置後に、 「ひとJ、 「肉J、 『神』等の語によって形容される「存在Jすなわち大文字
のはtre）はたとえ比喰であっても、名詞化し、主語化しではならず、本来の動調的性格
を忘れるべきではないことを指嫡した．しかも、メルローポンティの思想に鑑みて、自動
詞でも他動詞でもない、受動でも能動でもない、古代印欧語の中間態動詞が言語的モデル
として考えられるのではないかということに言及した．こうして現象の場としての世界の
存在を神秘化することなしに、むしろ操作概念として学的に保持することが可能ではなか
ったかということを探索した。
（いがわよしっぐ 筑波大学哲学・思想研究科在学）
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